
 
築山を上り下りしてみよう！ 

＜今回の学び＞ 

☆自分でやってみたいという気持ちをもって体を十分に動かし、できた喜びを味わう。 

 今年の春、築山に上る時には保育者に手をつないでもらったり、怖がったりしていました。しか

し、今では築山を友達が上り下りしている様子を見て、「面白そう！」「自分もやってみたい！」とい

う意欲をもつ子どもがたくさん増えました。保育者に「頑張れ！」と励まされたり、「大丈夫だよ」

とそばで見守られたりする安心感の中で、手足を思いっきり伸ばしたり、足が着くか確認したりしな

がら自分で上ったり下りたりすることができた達成感を味わっています。子ども達は体の様々な動

きや姿勢を伴う遊びを繰り返し、伸び伸びと体を動かしていく中で、行動範囲を広げ、身体や運動機

能を高めています。 

うめ組 12月 

歩行が安定してきて、自分

で築山を上り下りしたい

という気持ちを大切にし

たいな。 

12 月初旬、天気のいい日は園庭で遊ぶことを楽しみにしていた子ども達。うめ組になった当初は、
築山を上ったり下りたりすること自体を怖がっていた子もいましたが、今では築山が園庭での人気
の場所になっています。そして、山を上る時に坂道からだけではなく、タイヤの階段を上り下りし
ようと頑張っています！ 

どうやって下りようかな 

少し前はお尻をつけて下

りていたのに、今では立

ったままそーっとそーっ

と少しずつ下りようとし

ているね。 

手をつくと 
上りやすいよ 

先生見て！ 
のぼれたよ！ 


